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日本 1~~ 知学会々 見Ij

第 1条 本会l土FI".j，:i菜類学会と称)-る。
J.i~j 2.条 本会l士総'1':の進歩普及を 1'~1 9. fJI:せて会口和正のi割削f~に親睦を関心こと
を目的とする0
m3条 本会はがj条の目的を述ナるために汰の事業を行う，
1. 総会の開催(年l回)
2， ì.~mに関する liJl 究会， ii権利会，採集会等の 11~Hl¥ 
3: ，t矧刊行物の発刊
4， その{也市j条の口的をiきするために必2!fな事業

第 4粂 :<fζ会の事務所は会長が適当と必める場所におく。
第 5条 本会の事業年!支はl刀11'11と始主り， 同年12凡3111に終る。
第 6条 全員は次の3種とする。
L 普通会H'，(藻類に関心をも色、，本会の趣旨に焚問ナ;:， ~õl 人メ lよ I 'Jì体で，役Ll
会の承認す争もの)。
2， .4'，寺子会員・(務学の発達に貢献があり .A.~会の趣旨に賛同する何人で，役11会
の推薦するもの)。
3. 特別会員(本会の趣震に賛同し，本会の発展{こ特に翁:Jjーした個人又は同体で，
役礼会の推薦するもの)。

第 7条 オ本£会に入会するには， 0住]主'Ï凶j万r. 氏巳 4字名~ (1刊川J刊川I(付作{年i咋乍名，)λ，職業を;記己人した
会長に差!山Aすものとする。
第 8条 会Hは毎年会費1800円(，アノ1:.は、1':Iu'Dを前納するものとする。 但し.1'，存
会見(次条に定める名誉会長a:令む)及び特別会員は会民金~しなし‘。外国会Hの
会![ltは2100円とする。
第 9条 本会には次の役員をiiiく。
会長 l名。 幹事務干名。 評議員若干名。 会計民主事21"0
役員一の任期l立2ヶ年とし重任することカ'11¥来る。{旦し，会長と評議はは引続き 3期
選出されることは出来ない。 -
役員選出の規定は別に定め(.>0 ((・j剣第1条~第4条)
本会に1'，誉会長を置くことがH¥来る。
第 10条 会長門会を代表し，会務の余休や統べる。幹事は会長のむを受けて11'ì ;~の
会務を行う。会H監事は前年!立のikJjl財必の状i.lGなどをEt査する。
第11条 評議Hは評議員会を構成し，会の妥務に関し会長のaqill¥Jにあずかる。 評議
民会内会長が招集し，また文;Ii:をも Jて，これに代えることが/1¥米る。
第 12条 本会内正月j刊行物 ri:vihiJを11，，1fll f'PJ1 f し ， 会 i立に 1n~ *，I . C'頒布する。
(付 知J)
第 l条 会長l土問内在住の全会nの投;?:により，会員の I[選で定める(その際評議
員会は参務のため若干名の候補者をj制約mることが出来る')0 !:tf~市町会長が会員中
よ り これを指名委嘱する。会計5i~'JTI t討議 ~1i~の協議によ 9 ，会.ll lj，から選び総会
においてif(認を受ける。
第 2条 評議F匂:NIllは次のニ方法による。
L 各地区7)IJに会員中より選/11される。そのたfJ.:主各地|天11'，とし，会員数ぷ50
f，を越える地区では 501'，までごとに 11'，を加える。
2. 総会において会長・が会H'I'よ日f戸r名を扱薦する。イH.L，そのa放は全評議H
の1/3を越えることは山梨なL、。

地区答Ij;ま次の 7地区とする。
北海道地区。東北地区。関東地区(新潟，長ll!f.11日梨を含む)0Ij'部地1<<:(三n1を合む)。
近絞、地区。中間 .RLJI主l地区。九州地区(jlj'織を含む)0 • 

第 3条 会長， 幹事及び会計般事11:評議nを兼イEすることは/1¥.*ない吋
第 4条 会長およZJllli区選11\の WI日施 lth:~欠nを生じた場{~ f士， liij{l背の残余期/lin欠
点者をもって充当する。
第 5条 会員がバックT-.ンパーを:!<め却ときは各巻180011J，分!日}の均fTは各号 600
円とし，非会ょiの予不購読料1立各号900円とする。
第 6条 本会則は昭和491]:9 j~ 3 11よリj血行ナる。



新村・アマクサキリンサイの知見 47 

新村 巌*. アマクサキリンサイに関するこ，三の知見料

Iwao SHINMURA*: Some observations on Eucheuma amakusaensis料

アマクサキリンサイ Eucheumaamakusaensis OKAMURAは紅藻類スギノリ目に属

し，九州西岸の漸深帯に生育する食用海藻である。本種は熊本県天草に産する。ほか鹿

児島県下では甑島，長島に産し， “つのまた"と称し，塩蔵品として阪神方面へ出荷さ

れ，高値で取り引きされている。

筆者は本種の増殖を目的として，その生態を調変中であるが，今回胞子発生その他に

ついて観察調査し，多少の知見を得たので報告する。

報告にあたり，指導と校関をいただいた鹿児島大学名誉教授田中 剛博士に心から感

謝の意を表すると共に，実験材料の提供と調査に便宜をいただいた鹿児島県西露地区水

産改良普及所，長島町漁業協同組合ならびに同組合員大平清信氏に厚くお礼を申しあげ

る。また研究の機会を与えられた鹿児島県水産試験場長茂野邦彦博士に謝意を表する。

結果

分布と生育概況 このことについての知見は潜水漁業者からの聴取調査によった。本

種は飯島では主として東側に面した治岸に，長島では西側に面した海岸に分布し，いず

れも外洋水の疏通のよい水深3-15mの岩礁地帯に生育している (Fig.1)。飯島沿岸

では 7-8mの水深付近が最も生育量が多いと"、ぅ。着生基質は岩礁，死んだサンゴ

礁に普通にみられるが，稀には海底に遺棄された網漁具のロープにも着生していた

(Fig. 2)。本種の生育期間については飯島，長島の潜水漁業者が共に晩夏には消失する

ということであった。

本種の採藻漁業は潜水器を使用し， 6-7月を採取期間としている。生産量は甑島の

3漁協分で1973年に7.3トン， 1974年に2.4トンを示し，年による変動がみられる。長

島ではトサカノリ採藻を主体とした片手間採藻で， 1日1-2kg程度ということから

生産量は飯島にくらベ極めて少いようであった。

胞子放出期 実験材料は長島町指江地先で採取したものを，現場海水と共に実験室へ

持ち帰った。実験観察には20個体を用い，各株から成熟していそうな藻体約 5cmを切

りとり，鴻過海水で洗糠後 1個体あてスライドグラスを敷いた腰高シャーレに溜過海

8 鹿児島県水産試験場 (892鹿児島市錦江町21-1) 
Kagoshima Prefectural Fisheries Experimental Station， Kagoshima， 892 ]apan. 
紳鹿児島県水産試験場事績

Bull. Jap. Soc. Phycol.， 23: 47-52， June 1975 
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Fig. 1. A map showing the harvesting ground of Eucheuma a1nakusaensis 

in Kagoshima Prefecture 

Fig. 2. Euchcuma amakusaensis growing on a derelict net at sea bottom in 

Koshil口jimaIsland， Kagoshima Pref.， collected on July 28， 1974 

水を入れて静置した。 24時間後，スライドグラスを静かに取り出し，検鏡して胞子又は

発生体の有無を調べた。実験は1974年5月から 8月にかけて行った。

観察結果は Table1に示したように 6月上旬に僅かに放出する個体が四分胞子体
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新村:アマクサキリンサイの知見 49 

に認められはじめ， 7月上旬には加%の個体が胞子を放出していた。 8月上旬には呆胞

子をつけた体を2個体しか入手できなかったが，これらは多量に胞子を放出した。 9月

以降は実験母藻が入手できなかった。

以上のことから，本種は呆胞子体，四分胞子体ともに 6-8月に成熟放出することが

単jった。

Table 1. Relation between the season and the spore-liberating plants 

of Eucheuma amakusaensis 

collection sample degree of sp附・libera伽*

da旬開 I_numb町!一二!一三一|ーニ_1 件

May 7 20 20 

Jun. 5 20 18 2 (T) 

Jul. 3 20 4!  4 (T) I 3 (T) I 7 (T) 
2 (C) 

Aug. 2 2 I 2 (C) 

* -none， :!: rare， + common， * great many 
( T) tetrasporophyte， (C) gametophyte bearing carpospores 

Table 2. Frequency in diameter of carpospores and tetraspores 

of Eucheuma amakusaensis 

diameter of spore (μm) I 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 I mean 

carpospore total 162 I 1 3 11 15 58 48 18 4 4 I 20.4 p.m 
frequency 

tetraspore total 143 I 1 5 4 26 29 48 15 8 1 2 2 2 I 19.6μm 

初期発生 実験材料のアマクサキリンサイは1973年7月4日甑島の鹿島村吹切地先の

水深7m付近で採集し，水試実験室へ海水に浸演して運搬されたもので， 7月5日夕刻

から実験に供した。実験は胞子放出実験と同様に，滅過海水をみたした大型シャーレに

母藻を静置し， 20時間後に胞子の着生を確認したスライドグラスを 11容ビーカーへ移

して通気培養した。培養は室温250Cにセットしたグロースチャンパー内で，照度2∞o
1ux (白色蛍光灯)，明期12時間，時期12時間の光条件下で実施した。培養液は漉過海水

を使用し， 1週間ごとに換水した。

果胞子の発生放出された果胞子は直径16-24p.m，平均20.4μmの球形で，内部に

紅褐色の不鮮明な形をした色素体をもっていた (Fig.3， 1)。果胞子は基質に着生後24
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日 藻類第23巻第2号昭和50年6月

時間以内に2細胞， 40時間までに4細胞に分割した (Fig.3，2-4)0 3日後， 5-6細

胞に分割した発生体にはその周辺細胞の一部に柔細胞の突出がみられた (Fig.3， 5)。

その後，細胞分裂によって細胞数を増加し，半球状に盛り上!)，発生体の最大直径は6

日後に 35μm，13日に 50Ilm， 18日後に 110μmとな!)， 26日後には直径0.2mm，高さ

0.3mmの円柱状の幼体へ発達した。その後は生長悪く，観察できなかった。

1 2 3 

8 

4 5 6 7 

-窃品
o 50 、ミ弐こアf
-I  Jlm 10 
( l~ 8) 

0.1 mm 
Lーー一一」
( 9 J 10) 

Fig. 3. Carpospore development of Eucheuma amakusaensis. The Epores were cultured on a 
glass slide in the beaker kept 25・c.
1. Iiberated carpospore; 2. l.day.old germling; 3， 4. 2.day.old; 5. 3.day.old; 6. 6.day.old; 7. 13. 
day.old; 8， 9. 18・day.old;10. 26.day.old germling showing an erect cylindrical shape. 

四分胞子の発生放出された胞子は直径15ー 26μm，平均19.6μmで果胞子と大差な

かった。その発生も果胞子とほとんど同様な分割経過をたどり，発生様式において果胞

子のそれと相違点は見出せなかった。

考察

アマクサキリンサイは1916年岡村2)によって記載発表され，天草，牛深に分布すると

してあ!)，その後山岡田によって天草，飯島とし，比較的分布の狭い海藻であると記さ

れている。そのためか本種の生態については，従来あまり調査されることなく現在に至

ったもののようである。今回の調査で，本種は6-8月頃に成熟し， 9月に濠体が消失

すること，初期発生様式が猪野4，5)の提称する直接盤状型であることが明らかとなっ

た。筆者5，りが先に報告した近縁のトサカノリ Meristothecapaj切lOEaでは，成熟期が
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新村:アマクサキリンサイの知見 51 

5月下旬から 8月で， 8月下旬以降に消失する一年海藻であることが確認され，さらに

初期発生様式も直接盤状型を示していた。このように，アマクサキリンサイはトサカノ

リと極めてよく似た生態を示す一年性海藻である。一方， DOTY的によると，フィリッ

ピン，ス-Jレー海治岸に生育するキリンサイ類(7種類)は周年にわたって生育生産さ

れていることが報告されているが，これらの生育年限については述べられていない。

アマクサキリンサイが属するミリン科 Solieriaceaeの胞子発生については，ホソパ

ミリン Solieriamollis9>， トサカノリ叫に次いで本種まで3種が明らかとなり，いずれ

も直接盤状型を示した。胞子の産径は，ホソパミリンが 27μm，トサカノリが 16.5pm

であるのに対し，本種はその中間の 20pmであった。

Summary 

The growing-habit， the season of spore-liberation and the germination of 

spore in Eucheuma amakusaensis (Solieriaceae， Gigartinales) were investigated泊

the laboratory culture experiments and五eld-observations. Fertile cystocarpic and 

tetrasporic plants used for cultures were collected in Koshikijima Island， Kago-. 

shima Pref. on July 4， 1973. The seasonal change of spore-liberation was in-

vestigated by the method of periodical collection in Nagashima Island during the 

period from May to August， 1974. 

1) The present species were harvested in Kagoshima Pref.， especially泊

northeastern Koshikijima Island and western Nagashima Island in early summer. 

The plants were observed in depth from 3 to.15 meters below the lowest tide. 

2) It was from early June to early August that spore-liberation of the plant 

was observable， and the plant attained the full growth in early summer， gradually 

decaying and disappearing before late summer. Consequently， the present species 

was ascertained to be an annual alga. 

3) Both carpospores and tetraspores of this plant germinated in the manner 

of “the immediate discal type" proposed by INoH. The germlings reached 0.3 mm 

in height after 26 days， forming an erect cylindrical shape. 

文献

1)岡村金太郎(19日)日本海藻誌.内田老鶴圃，東京 1-964.

2)岡村金太舘(1916)日本藻類名実.成美堂，東京 1-362.

3)山田幸男 (1933)有用有害観賞水産動植物図説.大地書院，東京:570-607. 

4)猪野俊平(1944)発生学よP見た真正紅譲類の系統関係.植雑， 58:田ー51.

5)猪野俊平 (1947)海藻の発生.北陸館，東京 1ー255.
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6)新村 巌(1974)トサカノリの胞子発生とその生長.言葉類， 22: 77-82. 

7)新村 巌 (1974)トサカノリ生育の季節約消長と胞子放出期.渓類， 22: 124一

129. 

8) DOTY， M. S. (1973) Farming the red seaweed， Eucheuma， for carrageenans. 

Micronesica， 9: 59-73. 

9)猪野俊平・太田三木夫 (1954)ホソパミリンの胞子発生について.植雑， 67: 87一

90. 

口JohnD. DODGE: The Fine Structure of Algal Cel1s i-xii+261 pp.，写真156薬，

縮図35，図表8，Academic Press London and New Y ork. 1973. (価格.邦貨にして

約5，0∞円)本文は14章からなり，そのうち9章をさいて藻類細胞器官(細胞表層構造

・鞭毛・葉緑体・ピレノイド・限点等)について各論的に詳しく総説している。終章では

微細構造を基にした藻類群の系統関係についての著者の見解が簡潔に述べられている。

使用されている写真156葉のうち大半は切片法による TEM像である。そのうちわけは

著者および彼の共同研究者によって既に発表されているもの44葉，他の研究者の論文か

らの引用23葉，そして本書で初めて発表された89葉の秀れた原図である。これは毎年秀

れた電顕写真とともに数多くの論文を発表している DODGE博士にして可能なことであ

り本書の特色をなすものである。

1950年代の初頭から生物学分野への電子顕微鏡技法の利用が始まり今日に到ってい

るが，その歴史はそのまま藻類学の分野にも当てはまる。藻類を材料に使った電顕的研

究の論文は50年代の終わりには 100編前後発表されていたに過ぎないが， 60年代後半に

なるとその数は急速に増加し，現在では筆者の推計でも数千編におよんでいる。したが

って我々が全ての情報に精通することが不可能に近くなりつつある。そのような時期に

733編の文献(1973年までのものが引用されている)を駆使して書かれた本書が世に出

たことは類書が無いだけに一層有意義である。 E菜類学におけるこの方面に進もうとする

者，この方面の知識を広く得ょうとする者にとって好適な入門書としても役立つばかり

でなく，藻類学に広く関心を持つ者の座右に是非一冊置かれてよい本である。文章がわ

かり易い英語で舎かれていることも本書の特色である。

(堀輝三)
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斉藤英三九山岸高旺紳: 日本産エドクラディウム属

Eizo SAITO* and Takaaki YAMAGISHI**: Genus Oedocladium in Japan 

サヤミドロ科 Oedogoniaceaeの3属の中，サヤミドロ属Oedogoniumとブルボケー

テ属Bulbochaeteは淡水域にきわめて普通に生育している。しかし，エドクラディウム

属 Oedocladiumは畑などの土壌表面にコケ植物の原糸体や他の士壌藻などと混生して

いることが多く，その発見や採集はやや困難である。そのためであると恩われるが，世

界的にみても他の2属に比べ，報告は非常に少ない。

この属は，現在まで世界で14種1-12)知られている。そのうち日本からはただ1種

Oedocladium operculatumが秋山18，14)によって報告されているのみである。筆者らは

ここ数年，この属の野外における調査と培養観察をおこなってきたが，その結果上記の

種以外に O.carolinianumも産することを知った。秋山は前記の種については藻体の詳

しい性状を述べていないので，ここでは0.oper.αtlatumについての観察事項も併せて

報告する。なお，これらの他に数穫が各地から得られているが，有性生殖器官の形態が

まだよくわからないため，それらについては培養して観察を継続中である。

1.エドクラディウム属について

この属のアキネートの形成とその発芽および生卵器の形成様式などについては従来よ

く知られていない点が多かった。以下に筆者らの観察結果を中心として属のもつ諸特徴

を述べる。

藻体:藻体は葉緑体をもっ円筒形の栄養細胞から成る地上部と，それよりも細長くて

ほとんど無色に近い細胞からなる仮根部とから成る。地上部は単列でよく分校し，直立

性または旬筒性である。仮根部はよく分枝し，根をはったような形で土中に伸びてい

る。以上は土壌表面に生育しているものに見られる形状であるが，液体培地で培養した

場合1)でも，また水中から発見された種10)でも，藻体には栄養細胞部分と仮根部との分

化がみられる。

無性生殖:この属では遊走子形成の他にアキネートの形成が見られる。遊走子の形状

は他の2属と基本的には同じで，ほぽ球形~卵形で頭部に繊毛冠をもっ。しかし，発芽

体には他の2属にみられるような付着器は形成されず，葉緑体をもった糸状の細胞列や

本専修大学生物学研究室 (210川崎市多摩区生田)

Biological Laboratory， Senshu {Tniversity， Kawasaki.shi， 210 Japan. 
H 日本大学長医学郡生物学研究室(154東京庇世田谷区下馬)
Biological Laboratory， College of Agriculture & Veterinary Medicine， Nihon University， Tokyo. 
154 Japan. 

BuII. Jap. SOC. Phycol.， 23: 53-59， June 1975. 
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仮根状の細胞列が分校しながら伸びている。このことは液体培地中でも寒天培地上でも

同様に見られた。ときに発芽体が数細胞の糸状体にまで生長してから仮根部が伸びるも

のも観察された。

糸状細胞列は周囲の状況(おそらく乾燥が大きい条件であると思われる)によって，

しばしばアキネートに変成する。アキネートは内部にカロチノイド系と恩われる色素16)

を形成して赤褐色を呈し，細胞が大きくふくらみ細胞壁も肥厚する。各細胞は分離しや

すくな!)，ときには土壌表面に散在する。なお，仮根部の細胞がそのままアキネートに

なることはないが，仮根部の細胞から 1個~数個の原形質に富んだ細胞が分校して，そ

れらの細胞がアキネートになることは普通にみられる。アキネートは発芽の際には内容

物が緑色に変化し，やがて発芽管をのばし糸状細胞列や仮根状細胞列となり，新しい藻

体に発達する。

有性生殖:有性生殖の様式は，この科の他の2属と基本的には同じである。ただし，

雌雄異株で媛雄体性および異株雄性胞子性の種はこの属ではまだ報告されていない。

O. carolinianumの培養によって観察された生卵器形成の状態はおよそ次の通りであ

る。まず円錐形の頂帽をもった先端細胞が膨らんで生卵器母細胞に変成する。その後1

回の分裂によってこの母細胞は生卵器と支持細胞を形成する。生卵器母細胞は他の糸状

体の細胞より膨大し，多量の葉緑体や貯蔵物質をもって濃緑色を呈するが，分裂に際し

てはその内容のほとんどが生卵器細胞内に移!)，支持細胞となる細胞の内容には核物質

と空胞状の構造が僅かに見られるだけである。

野外から得た材料では媛雄体を観察することは困難であったが，液体培養によって雄

性胞子の放出の状況および雄性胞子が生卵器母細胞墜に付着して媛雄体になる様子を観

察することができた (Pl.1， f. 8 -10)。雄性胞子褒の形成，雄性胞子の放出，生卵器

母細胞への付着，それに伴なう生卵器母細胞の分裂誘起など，生殖器官発生の相互関係

は，媛雄体性のサヤミドロm やプJレボケーテ15)で観察されている場合とおよそ一致し

ているようである。さらに綿密な観察は繕養によP継続中である。

2. 日本産の種について

1) Oedocladium carolinianum BEANEY & HOHFFMANI) (Pl. 1， f. 6-17， Pl. 2， f. 6-9) 

雌雄異株，媛雄体性。同株雄性胞子位。糸状体細胞は円筒状で8-22 X 35-190 Po仮

根部の細胞は4-12x80-270p.生卵器は通常糸状体の先端に1個(稀に2個)生じ，

ほぽ球形で54-68X54-64p.生卵器は糸状体の中聞に支持細胞と交互に並んで生ずる

こともあるが支持細胞はやや膨らみ18-30X34-62p.生卵器の関口は裂開型で下位。

卵胞子はほぼ球形で46-56X46-56p.卵胞子膜の外層と内層は平滑，中層は角ばって

いる。雄性胞子褒は真直ぐかまたは轡曲して，却個ぐらいまで連続して生じ， 1O-20X 

8-20p。媛雄体は長楕円形~倒卵形で柄細胞は8-12X 8 -14μ，造精器lま8-12X

8-14μで1個宛精子を形成する。
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分布:ノースカロライナ口(原記載地)。採集地:神奈川(藤沢，平塚，伊勢原，厚木，

秦野)，静岡(御殿場，裾野)。

今回の筆者らの材料は O.cirァ-atumBEANEY & HOFFMANl)に近い形状を示している
が，生卵器と雄性胞子褒の形状が異っている。

2) Oedocladium operculatum TIFFANy11J (Pl. 1， f.1-5， Pl. 2， f. 1-5) 

雌雄同株，大雄体性。糸状体細胞は円筒状で8-13x28-170，u.仮根部の細胞は4-

12 x 6O-230，u.生卵器は1個(稀に2個)糸状体の先端に生じ，橋円形，卵形~球形で

20-34X32-48，u.受精期の関口は裂開型で最上位。蓋は小型でしばしば脱落する。卵

胞子はほぼ楕円形で生卵器内に一杯になり ，18-32x30-40，u.卵胞子膜の外層と内層

は平滑，中層には小孔状の凹み模様がある。造精器は 1-6~国連続して，ふつうは生卵

器のすぐ下に，ときに糸状体の先端や中聞に散在して，形成され， 8 -12X 8 -15向

精子は 1個宛形成される。

分布:プエルトリコ山(原記載地)，インド8)，日本(山陰山，沖縄凶)。採集地神

奈川I(藤沢，座間，秦野，生田，小田原)，静岡(長岡)。
この種は O.prescottii ISLAM')に類似しているが，後者では卵胞子膜中層が平滑で

あり，両者は容易に区別できる。

神奈川県藤沢市近郊の畑と園芸混室表土上に出現したこっ種の周年の生育状態はおよ

そ次のようであった。 4月下句頃から糸状体の発育やアキネートの形成がみられ， 6月

中旬には稀に有性生殖が観察される。しかし，有性生殖の最盛期は9-10月(稀に11月

上旬まで)であった。また，採集した糸状体は水道水などを満した容器内に入れておく

と， 12-24時間後に多数の遊走子放出をおこなうのがふつうである。この遊走子放出.土

春や秋に採集したものよ P‘夏に採集した場合の方がより多いようである。したがっ

て，この種では有性生殖の行なわれる時期の少し前である 7-8月lこ，一時的な降雨な

どの際iこ多数の遊走子を放出し，無性的に増殖しているものと考えられる。 11月には有

性生殖がみられなくなり，土壌表面には僅かの糸状[本やアキネートのみが観察されるに

過ぎなくなる。

Surnrnary 

Some notes were given on the two species of OedocladiulIl， O. caroliniall/l11l 

and O. operculatum， coJlected from various localities in Kanagawa and Shizuoka 

Prefectures， J apan. 

In the field， O. operculatum produced sexual reproductive organs most abun-

dantly during the period from September to October. 

The nannandrous habit of O. carolinianum was examinated by the cu!ture. 

In this species， the oogonial mother ceJl became inf1ated prior to division and 
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became dark green in colore with the increase of its reserve substance. As 

the division advanced， most of the ceII contents migrated into the oogonial ceII. 

As a resuIt， the suffultory ceII became almost colorless. The other processes 

in which the sexual organs were formed seemed to agree with those observed in 

Oedogonium borisianuml7> and in Bulbochaete hiloensisl5l. 

ln these two species， a thick waUed cyst， the akinete， was frequently formed 

in the ceUs of both the ordinary filaments and the few.ceUed branches issued 

from the rhizoidal portions. The germination of the akinete was folIowed by the 

formation of a circular rent near the terminal. Through this rent， the contents 

of the akinete protruded and formed a germ tube (Pl. 1， f. 13-14). Later， it gave 

rise to either an erect filament or a rhizoidal one. 
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Plate 1. 

Figs. 1-5. Oedocladium 0μヂ雌la加問

Figs. 6-17. Oedocladium CtZrolinIlmum 

Fig. 1. A terminal oogonium with a sup陪 meoperculum. Fig.2. Vegetative cells. Figs. 3-4. 
Terminal oogonia and antheridia beneath oogonia. Fig. 5. A terminal oogonium containing a 
mature oospore. Note the middle punctate layer of spore wall. Fig. 6. Growth habit showing 
androsporangial branch. Fig. 7. A part of the oogonium containing a mature oospore. Note 
ぬemiddle angulate layer of spore wall. Fig. 8. Androspo問 ngia. Fig. 9. An回drospore
liberated from androsporangiu血・ Fig.10. A dwarf male situated on the oogonial mother cell. 
Fig. 11. A terminal oogoniu皿 with岨 inferioroperculum. Fig. 12. An oogonium containing 
a mature oospore. Figs. 13-14. Germiation of akinetes. Fig. 15. A zoosp町'e. Figs. 16-17. 
Stages in the development ot zoospo皿 germlings.

Plate 2. 

Figs. 1-5. Oedocladium ot四官官.latum

Figs. 6-9. Oedocladium carolinianum 

Fig. 1. Growth habit showing branches of vegetative cells. Fig. 2. A terminal oogonium with 
" supreme operculum. Fig. 3. Surface ¥'icw of a mature oospore showing the punctate orna-
mentation in the middle layer of spore wall. Figs. 4-5. Growth habit showing branches bear-
ing reproductive organs. Fig. 6. Growth habit showing oogonial branch. Fig.7. Growth 
habit showing androsporangial branch. Fig. 8. A terminal oogonium. Fig. 9. Germlir.g of 

zoospore. 
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Plate 1 
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Plate 2. 
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造力武彦事・広瀬弘幸料: 淀川汽水域の藻類について

Takehiko ZORIKI* and Hiroyuki HIROSE**: On the algae found 

in brackish-water area of Yodo River 

大阪湾 加1

淀川の汽水域は河口より上流 9.5kmの長

柄橋までの水域である。筆者等は1968年2月

から1971年4月までと， 1974年12月とに Fig.

1に示す6地点で出資料を採集し， 6綱， 47 

属， 114種類の藻類を同定したのでその結果

を報告する。

Fig. 1. Map showing six collecting sites. 

稿を進めるにあたり，本研究の遂行に対し

多大の理解と支援を賜った大阪成践女子短期

大学田淵諦純学長に深い感謝の意を表する。

資料と方法

資料の採集は水中の岸壁または小石に着生するものをかきとることによった。浮遊性

藻類の採集はXX13の北原式ネットによる表面曳きによった。同定には酸処理を行ない

Pleuraxで封入した混種プレパラートを用い，相対頻度の計算にはフォルマリンで固定

した標本をそのまま用いた。また採集地点で10-20cmの水深から採水した検水を赤沼

式比重計で比重を測定し， Knudsen1)の海洋調査常用表により塩素量と塩分量を算出し

た。その結果を Table1に示す。

権大阪成挺女子短期大学生物学数室(回3大阪市東淀川区相川中遜2-5)

Biological Laborat ory， Osaka Seikei Women's Junior College， 0岨ka，533 Japan. 
判神戸大学理学郁生物学教室 (657神戸市溌区六甲台)

Department of Botany， Faculty of Science， Kobe University， Kobe， 657 Japan. 

Bull. Jap. Soc. Phycol.， 23: 6仏66，June 1975. 
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造カ・広瀬:淀川汽水域の藻類

Table 1. Specific gravity， chloronity and salinity at each station， 

where algal collection was made. 

statlOn Juso right bank Yodogawa left bank 
Torishima left 
bank 

61 

date 11969.2.2311974.12.711969.2.2311974.12.711969.2.231 1974.12.7 

specific gravity 1 1. 007∞1 1.01286 1 1.01250 1 1.01376 1 1.01650 1 1.01605 
chloronity (r..，) I 5.03 9.29 9.03 9.95 11. 94 11. 64 

叫町 (偽)I 9.11 I玉三-011石-3[1石γ|ヲ弓-8I五五γ

結果と考察

同定した47.属のうち比較的種類数の多く見られるものは， Nitzschia12l， Syned，.af>， 
MelosiraS)， Q少nbella6>， Navicula回の5属であった。ちなみに淀川の他の水域2.8，5，8)

でもこれ等の属の種類が多い。 54のそれぞれの資料で優占種となった種は Table2に

傘印を付した13種類で，そのなかの Achnanthesbrevipes var. intermediaは 17にも

及ぶ多くの資料において優占種となっている。また BiddulphiaobtusaとCerataulina

bergoniiの2種類は海産種として記載されているものであるが8・14，1日，他の10種類は，

従来，汽水性または汽水及び海産として報告されているものである門的。上記13種以外

に比較的多数検出された種 (Table2で冊以上を示す印のある)は13種である。これ等

13種のうち Caloglossaogasa切 raensisは十三以外には生育が見られない。 Coscinod-

iscus e:rcentricusとPleurosigmaaffineは海産種として知られているが8.u，153，塩分量

の少ない十三右岸には多い。また MelosirasolidaとNavi・ωlaangli・caの2種は汽水

産または海産としては報告されていないものであ!J7-16>， Melosira borreriを始めとす

る残り 8種は汽水産または海産とされているものである門的。琵琶湖の特産種である前

記 M solidaならびに Pediastrumbiwaeとその変種var.triangulataとが淀川の汽

水域のみならず大阪港からも検出されたことは興味深い。前述した優占種および多産種

計26種のうちで Caloglosaogasawaraensis 1種を除く他の25種のすべては汽水域全域

にわたって産出するが，このことは本水域の上，中，下流における塩分量(Table1)に

大差が無いためと考えられる。淀川淡水域M ・S・6>の観察結果と大阪港叫におけるそれを

比較 (Table2)すると，総数114種のうちこの汽水域のみで検出したものは31種であ

る。この31種のうち Anabaena〆anctonica，Synedra incisa， Pediastrum muticumの
3種以外はすべて汽水性または海水性のものばかりである。
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Table 2. List of algae from brackish-water area of Yodo River. Species marked 

with * are dominant. Longitudinal column marked with ① is based on 
the literature number 2， 3， 5 and 6，② is based on 4，③ is 7-12， and 

④ is 8， 13， 14， 15 and 16_ 

側 veryabundant (above R F田%)柵 abundant(above R F 35%) 

冊 common(above R F 15%) 

+ very rare (below R F 1%) 

¥ Stations 
国U 旬¥¥ 

‘t 両信~ 

Taxa 

，tg h Z H 

① 

Cyanophyceae 

Anabaena ρlanctonica 
Lyngbya martensiana 

Oscillatoria limosa O 
O. princeps O 
O. tenuis O 
Spirulina major O 
Rhodophyceae 

Caloglossa ogasau.官raensi.• 

Polysi片oniajaponica 

Xanthophyceae 

Tribonema sp. O 
Baci1Iariophyceae 

ホAchnanthesbrevi・戸svar. intcrmedia O 
A. exigua var. exigua 

Amphかroraalata 
Amphora ovalis v紅.Ot底的 O 
A. ovalis var. pediωlus O 

-!+ rare (above RF 1%) 

1a コ
」E」同コd 」」国喧d3 」Jロ岡d2 』Jロ帽コ

A。) 国園田d 
j言J叫コ J告帽2 宣ー場』.a 告- 7事SHf 苦-

凶炉国、品目

長ihぷ旦il f g E EE E 君戸E宝占E 3 
，6 A4 

一I-i-I-'-I-② ③ 

+ 
+十件-!+ ⑥ 

+ ⑥ 

+ 
+ + + + + + O @ 

+ 

十件 -t¥t ⑥ 

-tt ⑥ 

+ 

制|十州棚時|十件-!+ O ⑥ 
-!+柵+ -t¥t ~十 @ 

+ + @ 

+ @ 

+ ⑥ 
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Summary 

In the present paper are dealt with the results of our investigations on the 

algae found in the brackish-water area of Yodo River. Both benthic and plank-

tonic algae were collected once a month during the period from February of 1968 

to April of 1971 and in December of 1974 at six sites in the brackish.water area 

()f Yodo River， which extends 9.5 km from the river.mouth to Nagara Bridge. 

The taxa identified are 47 genera， including 114 species. The dominant species 
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are as follows: Achnanthes brevipes、ar.intermedia， Bid，ぬかMaobtusa，αrataulilla 
bergonii， Coscinodiscus lacustris， Melosira nummuloides， Navicula cryptocephala. 

N. salinarum， N. triμmctata， Nitzschia dissipata， Skeleωzema costa加 n，Synedra 

jasciculata， Enteromorpha clathlata and Rhizoclonium riparium. 
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原慶明:紅藻植物の微細構造E

原 慶明本:葉緑体微細構造の研究と紅藻植物

の系統分類への寄与 11
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Yoshiaki HARA *: Studies on the chloroplast ultrastructures and their 

contributions to the taxonomy and phylogeny of the Rhodophyta 11. 

C 糞縁体微細構造からみた紅藻植物群内の類縁関係

この総説の Iで紹介した諸研究結果から考察すると，葉緑体をはじめとする細胞器官

の微細構造およびそれらの存在様式と分布様式は紅藻植物門内部の分類群の類縁関係を

よく反映するもののように思われる。ここでは最近，原・千原20)が紅藻植物119種の葉

縁体微細構造を研究し，得られた知見に基づき紅藻植物の分類についていくつかの間題

を考察した要旨を中心に，紅藻植物の葉緑体微細構造の研究成果とその紅藻植物の分類

学への寄与について紹介する。

(1) 紅藻植物に見られる葉緑体のいろいろ。

原・千原則は次に掲げた9つの形質に注目して紅藻植物の批細構造の調査を進め，葉

緑体およびそれに付随する細胞器官の類型化を行なった結果，紅藻植物の葉緑体を 7型

に分類することができた。 1)ピレノイドの有無， 2) outermost thylakoidの有無，

3 )管状チラコイドの有無， 4)葉緑体の形， 5) 1細胞中の葉緑体の数， 6)細胞内

の葉緑体の位置，7)ピレノイドを被う紅藻デンプン殻の有無， 8)ピレノイド基質を

取りまくチラコイドの有無， 9)チラコイドのピレノイド基質への入 Pこみ様式。な

お，類型化にあたっては，原・千原則ら自身の研究成果に加えて，既知の紅藻植物の微

細構造上の知見も参考にされた。 7型の葉緑体の名称とそれぞれの特徴は下記のようで

ある。

1.ウミゾウメン型 (Nemalioll.type)葉緑体。細胞中には星形の薬縁体がl個あれ

中央部に埋没された状態のピレノイドをもっ。ピレノイドの周囲には幾層かのチラコイ

ドが取り囲み，その一部はピレノイド基質内に浸入する。ピレノイドは紅藻デンプンの

殻に被われることはない (Fig.1)。

2.変形ウミゾウメン型 (ModifiedNemalioll.type)第縁体。 1個の板状ないし筒状

車筑波大学生物科学系 (3∞-31茨城県.!f;治郡樹J大字妻木字宍久保)
Institute of Biological Sciences， The Uni versity of Tsukuba， Ibaraki， 300-31 ]apan. 

Bull. ]ap. SOC. Phycol.， 23: 67-78， ]une， 1975. 
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の葉緑体が細胞周縁部に位置する。ピレノイドはやや突出した状態で存在し，それを取

りまくチラコイドのいく.っかは基質内に直線的に貫通する。葉緑体の形およびピレノイ

ドとチラコイドの位置関係を除けば，この型はウミゾウメン型葉緑体と基本的には同じ

である (Fig.2)。

3.ペニモズク型 (Helminthocladia-type)葉緑体。細胞内には裂片部(lobe)が比較

的良く発達した1個の星状葉緑体がある。ピレノイドの構造はウミゾウメン型のそれと

同様である。デンプン殻は裂部片を除く葉緑体の表面を被う (Fig.3)。

Fig.1. ウミゾウ， ;/型 (Nemalion.type)架線体.
Fig.2. 変形ウミゾウメ Y型(Modi/iedNemalion-type)葉緑体.
Fig.3. ベュモズク型 (Helminthocladia.type)紫殺体.

4. コナハダ型 (Li・agora勾 pe)葉緑体。ベニモズク型と同じように，葉緑体は裂片

部が極端に発達した星状で，裂片部の先端は原形質膜の内側に沿って接するように伸び

る。ピレノイドは葉緑体の中央に位置し，葉緑体限界膜によって直接被われ，裂片部の

チラコイドの一部により基質は貫通される。葉緑体の数は 1細胞内に 1個である (Fig_

4)。

5. ロデラ型(Rhodella-type)葉緑体。この型の葉緑体はEVANSI2)によってRhodella

maculataで最初に観察され，後に WEHRMEY印刷は Porphyridiumviolaceumで見

ているものである。コナハダ型葉緑体の特徴とほぼ一致するが，ピレノイド基質に入り

こむチラコイドを全く欠くことで区別できる。ピレノイドに陥入部があり，その部分に

舌状の核の突起部の一端が入Pこむこともある (Fig.5)。

6.イトグサ型 (Polysiphonia勾 pe)葉緑体。 1細胞中に多数の葉緑体が存在し，ま

たピレノイドを欠く点で，前述の5型と著しく異なる。この型の葉緑体はレンズ状，盤

状，板状等，分類群により異なる形状を示す。基本的には，これらの葉緑体は細胞周縁

部に位置する。また，葉緑体限界膜のすぐ内側に沿って，葉緑体内容物全体を取り囲む

ように発達する outermostthylakoidと呼ばれるラメラ配列が例外なく認められる。紅

藻植物の中で最も多くの分類群に出現する型の葉緑体である (Fig.6)。

- 22ー



Fig.7 
Fig.7. カワモズク型

原慶明:紅藻植物の微細構造E

Fig.4 コナハダ型 (Liagora.type)葉緑体.
Fig.5 ロデラ型 (Rhode/la.type)薬縁体.
Fig.6 イ tグサ型 (Polysiphonia.type)葉緑体.

69 

7.カワモズク型(但Batかraぽ'Ch加osφ:per門mηm加lZ加umηルzト.勾peめ)葉緑体。

特異的な管状チラコイドの出現する点を除けば，構造上

の特徴はイトグサ型葉緑体と一致する。それ故，イトグ

サ型葉緑体の変形と考えられるが，カワモズク属のメン

ノfーに限ってこの特異的なチラコイドが出現するので，

カワモズク型葉緑体として区別するのが現時点では妥当

と考えられる (Fig.7)。

(幻 ピレノイドの分布とその分類学的意義。

(Batrachospennum・type)
葉緑体.

上記の7型の葉緑体がそれぞれどのような分類群で見

られたかを示したものがTable1である。この表からピ

レノイドは原始紅藻綱の各目のメンパーと真正紅務綱の

中で最も原始的と考えられているウミゾウメン目のメンパーに限って存在することがわ

かる。例外:カクレイト目のコナハダモドキ Rhodopeltisliagoroides。この事実は褐

藻植物において EVANS10)，11)が述べた「ピレノイドの存在は生殖または形態の面でより

下等と考えられる形質をもっ藻に限られる」とする見解が紅藻植物の場合にもあてはま

ることを示すとも考察できる。

(3) 葉緑体微細構造からみた原始紅藻綱。

現在ま Pに原始紅藻綱に属する 3目27種の葉緑体(0微細構造が明らかにされている

(Table 2)。その結果いくつかの興味ある分類学的知見が得られた。まず第ーは，単純

胞性紅藻のチノリモ目 (Porphyridiales)で，調査された種類数がそれほど多くないに

もかかわらず，既に4つの型の葉緑体が見い出されたことである。チノリモ目はその体

制が単細胞性であるという属性に基づいて設立された分類群であるが，その外部形態的

特徴が光学顕微鏡のレベルではとらえにくく，しかも有性生殖が未知であることからい
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Table 1. 紅藻植物における葉緑体の裂の分布

¥目¥{¥ω¥ト期輔¥の型
ウミ薬ゾ縁ウ体メ 変メ形ン型ウ葉ミ緑ゾ体ウベニ葉モ緑ズ体ク型 コ葉ナ緑ハ体ダ型 説話Pイ葉ト緑グサ体型 カワ葉モ緑ズ体ク型ン型

Nemalion Modified Helminth- Liagora Rhodella 
PJhohotynsiia - Batracho-type Nemalion ocladia type type spermum 

type type type type 

Pチorpノhyリridモiale目s 8* O O O O 

Bウaシngケiaノリ目 19* O O iales 

オCoオmイpsシopソogウon目ales“。*ー O 

Nウeミmゾaliウalメesン目 36* O O O O O O 
一一一

テンlaグlCサ目 5* O Gelidialcs 
一一

カクレイ REsm  O O Cryptonemia 

一一
スギノ lリe 目 17キ O Gigartinales 

Rダhルス l目es 13* O odymenia 

Cイeraギmialスes 
目 44* O 

3主

*を付した数字は調査された種類数を示す。
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まだに満足すべき分類系が確立されていない。上記の4裂の葉緑体の発見は，この目が

系統的に異質な群を含むらしいことを示唆するもののように解釈される。

原慶明:紅藻植物の微細構造E

原始紅藻綱の各メンパーに見られる菜縁体の型Table 2. 
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本コンコセリス期糸状体のみの観察による。
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紅藻植物の自の階級の分類は有性生殖の様式を第一義的にと Pあげて行なわれてい

る。したがって，有性生殖の知られていない種類の分類上の位置については諸学者の意

見は必ずしも一致していない。オオイシソウ属は体制と無性生殖器官の形成様式の類似

から原始紅藻綱に所属させられる場合がふつうである。しかし葉緑体のもつ特徴はこの

属がより高等とされる真正紅藻綱の多くの分類群と類似することを示している。 FAN51)

による原形質連絡糸の存在の発見，及び HIROSEet al. 56). 57lにより得られた色素タンパ

クの吸収曲線についての知見等を併せ考えるとき，上記の研究結果は興味がある。

以上紹介したいくつかの例からもわかるように，有性生殖器官の未知な分類群.の位置

の決定には，葉緑体の微細構造上の特性が極めて有効な手がかりを提供することが期待

できる。

(4) 葉緑体微細構造からみたウミゾウメン目。

ウミゾウメン自に属する34種類の葉緑体の微細構造を調査した結果，この自には紅藻

植物に存在するほとんどすべての型の葉緑体が出現することが判った (Table3)。比較

的原始的と考えられているアクロキティウム科やウミゾウメン属のメンパーは原始紅藻

綱のアマノリ属などに広く見られるウミゾウメン型，あるいは変形ウミゾワメン型葉緑

体を有し，逆に比較的高等なグループとみなされているカギノリ科やガラガラ科(ガラ

ガラ属は除く)のメンパーには，真正紅藻綱のテングサ白からイギス目に至る紅藻一般

に見られる，イトグサ型葉緑体が存在する。さらにベニモズク科やガラガラ属のメンバ

ーでは他の目では極めて稀れにしか出現しないベニモズク型やコナハダ型葉緑体が見つ

かっている。これらの事実はウミゾウメン目が系統的に異質なグループを含むとする見

解と，ウミゾウメン目が原始紅藻綱と真正紅潔綱の橋渡し的存在であるとする見解とを

ともに支持する証左と考えてよいであろう。

淡水産藻類のシマチスジノリとオキチモズクはオオイシソウ属のメンバーと同様，有

性生殖が知られておらず，主として体制が噴水型のそれであるという根拠からウミゾワ

メン目に置かれている。しかし，葉緑体はイトグサ型のそれであり，より高等な分類群

との類縁が推察できる。

(5) 葉緑体微細構造からみた真正紅藻綱テングサ目ー→イギス目。

真正紅藻綱のテングサ目からイギス自にいたる 5つの目に所属する種類で葉緑体の型

が調べられた数は合計 100にのぼるが，そのうちただ 1種を例外として，すべてがイト

グサ型葉緑体をもつことが判った幻， 7)，町， 20)，26-29)，35)，86)，42)，44)，剖)， 50)，52)，58)，61)， 64)。この

事実はこれらの各目が全体として分類上よくまとまった群であるとする従来の見解を支

持するものと理解できる。

ただ一つの例外であるコナハダモドキ (Rhodopeltisliagoroides)の葉緑体はコナハ

ダ型である。このコナハダ型薬縁体はウミゾウメン目のコナハダ属に所属する 5種とそ

の近縁種であるオオヌルハダやアケボノモズク属の2種の計9種に限られている。興味
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ワミゾウメン目のメンパーに見られる葉緑体の型Table 3. 
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Species 

Acrochaetiaceae (アクロキティウム科)
Acrochaetium ryukyuense 
A. species 
Kylinia species 
Rhodochorton floridulum 
Batrachospennaceae (カワモズク科)
Batrachospermum moniliformeカワモズク
B. virgatumアオカワモズク
Su.odotia tenuissimaユタカカワモズク
Helminthocladiaceae (ベニモズク科)
Nemalion vermiωlareウミゾウメン
N. pulvinatumカモガシラノ!I
N. 11lult~βdum ツクモノリ
Helminthoc/adia australisベエモズク
H macrocephalaシマベニモズク
T干ichogloearequieniiアケボノモズク
T. subnuda 
TI・icl回'gloeopsismucosissunaヌノレノ、ダ
Liagora validaイシハダ
L. farinosaケコナノ、ダ
L. boergeseniaスジコナハダ
L. ceranoidesコナハダ
L. hawaiialla 
Thoreaceae 
Thorea gaudichaudiiシマチスジノリ
Nemalionopsis to付ltosaオキチモズク
Chaetangiaceae (ガラガラ科)
Galaxaura fastigiataガラガラ
G. falcataヒラガラガラ
G. 1.'epreculaウスパガラガラ
G. subfruiticulosaモサガラガラ
Scinaia japollicaフサノリ
S. cottoniiヒラフサノリ
S. l1loniliformisジュズフサノリ
Pseudogloiophloea okamuraiニセフサノリ
P. confusa 
Bonnemaisoniaceae (カギノリ科)
Deliseaメmbrialaタマイタダキ
Bonnemaisonia hamiferaカギノリ
(Trailliella intricata)タマノイト
Asμragop巾 taxiformisカギケノリ

Type of 
Chloroplasts 
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あることに，コナハダモドキはこれらの植物群の体制や胞子発芽の様式の上でも類似性

を示す事実が知られている。これらの類似性がどのような分類学上の意味をもつかにつ

いてはいまだ不明であ孔今後の各方面からの研究が待たれる。

D 葉緑体微細構造の特性からみた単細胞性紅藻の分類

微細構造上の特性を光学顕微鏡レベルの形態上の特性と同じように，種・属あるい

はさらに高次の分類階級，たとえば綱における識別形質として利用することは単細胞

性の藻類，例えばプラシノ藻 (Prasinophyceae)，ハプト藻 (Haptophyceae)および

Eustigmatophyceae等で最近手掛けられ，多くの成果を得ている。紅務植物における

この分野の研究は，さきに紹介したように， EVANSI2>が単細胞性紅濠 Rhodellamac-

ulataを新属新種とした際に，葉緑体，核などの微細構造上の特徴を最も重要な分類上

の基準形質として取りあげたものが最初である。しかし，それ以後発表された論文は意

外と少なし僅かに EVANSt2>の意見に従って， Porphyridium violaceumをRhodella

に移行させた WEHRMEYER柑の研究を見るのみである。この分野の研究はようやく緒

についたばかPといえるかもしれない。

本総説の目的は，葉緑体微細構造の研究成果の紅藻植物の分類への寄与についてであ

るが，ここにとりあげた分野の研究は僅かに2例で，あまりに情報が乏しい。そこで，

ここでは今までに得られた研究成果に基づき，単細胞性の紅藻檎物の分類のあり方の一

例を考えてみたい。

単細胞性の紅藻類は有性生殖が見つからないために，体制が単細胞性であるという属

性に基づいて一つの分類群にまとめられている。たとえばKYLIN舶によると，それらは

すべてウシケノリ亜綱の，チノリモ自の，チノリモ科(Bangiophycidae，Porphyridiales， 

Porphyridaceae)に所属させられる。さらに KYLlN聞はチノリモ科の内部を分類する

に当って，葉緑体の形状，ピレノイドの有無，細胞の形，コロニーの外部形態の諸形質

Table 4. チノリモ科 Porphyridiaceaeの属の検索

1.葉緑体は1個で星状，中央にピレノイドをもっ。

a. free・livingもしくは不定形の寒天質塊。柄はない。...・H ・..Porphyridium (4) 

b. 不規則な裂縁の塊状コロニーを形成する。山H ・H ・....・H ・.....Vanhザ初旬 (1) 

c. 細胞は寒天質に包まれ，寒天質外被は鮮明な層を示す。… Chroothece (1) 

d. 細胞は柄をもち，寒天質には包まれない。
デスミット様形状を示す。・・H ・H ・-…...・H ・...・H ・.....・H ・...・H ・Pterovanella (1) 

n.葉緑体は多数で，細胞周縁部に位置し，ピレノイドをもたない。 Rhodospora (1) 
m.葉緑体は1個で裂片部をもった長円状，ピレノイドをもっ。… Rhodosorus (1) 
( )の数字は記載された種類数。
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を識別形質にとりあげ，この科を6属9種に分類した (Table4)0 KYLIN58lが提示し

たこの分類体系は下記の3例を除き，その後ほとんど修正されることなく現在に至って

いる。すなわち， 1)従来藍葉植物に属するものとされていたイデユコゴメ Cyanidium

caldariumがこの分類群に移されたこと (HIR05E師"l¥fERCER et a182l， SECKBACH and 
IKAN87l)， 2)新属 Rhodellaが新らたに EVAN5ω によP設立され，この属に新種

Table 5. 単細胞性紅蕊の分類形質と葉緑体の型

ら轡型
細胞の形幌管有性生殖の1細築の縁数胞体中ピレ有ノ無イドの

POゅ，hyridium
球状 分裂 1 + 

蹴 l-cruentum 

P. aerugineum ， ， 1 + 

P. sordidum 11 11 l + 11 ? 

P. marinum 11 11 1 + 11 

ー

P. purpureum ， 11 1 + 11 n 

Vaannhh4ZFTctnzcia a 半球月状状 11 1 + ， 官

Chroothece 
長円状 n 1 + ， 官

richteriana 

Pterovanella 
mobilis 

デスド状ミッ n 1 + 11 官

Rhodosorus 
球状 ， 1 + 裂発昼片達状郊しのたコナハダmannus 型

Rhodella 
maculata 

11 11 1 + 11 ロデラ型

R. violacea 11 11 1 + 11 ， 

Rhsoodrdosi1dboa ra 内生分胞裂子 多 盤状 イトグサ， 
型

Cyanidium ， 内生胞子 1 p布ー状セ，ー ， 
caldarium 

ジ状
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Rhodella maculata，移行種 Rhodellaviolaceaが所属させられたこと，および3)チ

ノリモ属に新種 PorphyridiumpUrpUI.eUmが加えられたことである。従ってチノリモ

科には現在8属13種が所属していることになる。

これら8属13種について，細胞の形，生殖方法， 1細胞中の葉緑体の数，ピレノイド

の有無，葉緑体の形状等，従来用いられていた分類形質に，新らたに，微細構造上の特

性を加えて整理すると Table5のようになる。

この Table5からピレノイドの分布様式と無性生殖の方法に対応関係があることに

気づく。ピレノイドをもっ Porphyridium，Vanh1Jffenia， Chroothece， Pterovanella， 

RhodellaおよびRhodosorusの6属の無性生殖は分裂 (fission)による方法であるのに

対し，ピレノイドをもたない RhodosporaとCyanidiumの2属はともに内生胞子を形

成する無性生殖を行なう。

次に気づく点は各属毎にそれぞれ特有の葉緑体の型が存在することである。すなわ

ち，POゆ，hyridiumの3種はともにウミゾウメン型薬縁体 (BROOYand VATTER8)， 

GANTT et al.18)，!4)'!5)， DREW仰)，Rhodosorusはコナハダ型 (GIRAU01的)， Rhodellaは

ロデラ型である。 Rhodosporaについては未だ微細構造が調査されていないが， 1細胞

中に複数個存在ししかもピレノイドを欠く業縁体は，筆者らの調査によると，原則とし

てイトグサ型葉緑体であることから，光学顕微鏡レベルの観察から判断して，イトグサ

型の葉緑体であろうと思われる。イデユコゴメ属 Cyanidiumの葉緑体は基本的にはイ

トグサ型のそれであるが，下記に述べるような特殊な性質をそなえている点で，上述の

いずれの属とも異なっている。すなわち， ROSEN and SIEGESMUN06円MERCERet al. 62) ， 

SECKBACH and IKAN仰によるとイデユコゴメ Cyanidiumcaldariumの葉緑体は1細

胞中に1個だけであり，さらに葉緑体はただ1枚の限界膜でつつまれている。

Table 6. 単細胞性紅藻の属の検索

I.葉緑体はピレノイドをもっ。

a.葉緑体は 1細胞に 1個で星状.ピレノイドの外周を紅藻デン
プン殻が固まない(ウミゾウメン型)・H ・H ・H ・H ・-…...・H ・...・H ・.Porphyridium 

b.葉緑体は 1細胞に 1個で裂片部が発達した星状，ピレノイド
の外周を紅蔀デンプン殻が囲む

Q. ピレノイド基質にチラコイドが直線的に入りこむ
(コナノ、ダ画............................................................R加dosorus

s.ピレノイド基質にチラコイドが入Pこまない(ロデラ型) Rhodella 
n.葉緑体はピレノイドをもたない。
a.葉緑体は1細胞に多数(イトグサ型)…...・H ・.....・H ・-…...・H ・...Rhodospora 

b.葉緑体は1細胞に1個(イトグサ型)........・H ・....・H ・....・H ・-…・ Cj刷 idium
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そこで以上の研究成果に基づいてチノリモ科の属の検索表の作成を試みる Table6 

のようになる。ただし葉緑体の型が未だ不明な Van陶酔nia，Chroothece， Ptero四 nella

の3属は対象外とした。

前章でも紹介したように，これら単細胞性紅藻に存在する葉緑体の型のほとんどのも

のは多細胞性紅藻においても出現するもので，しかも，それぞれの型は多細胞性紅藻の

特定の分類群にのみ存在するものである。同一型の葉緑体微細構造をもっこれらの単細

胞性と多細胞性の分類群が系統的に同じなかまであるとするのがより自然な考え方であ

るか否かの論議はここでは行なわない。しかし，いずれにしても葉緑体微細構造の研究

が紅藻纏物の分類系の確立に大きく寄与することはたしかと考えられる。

原稿を読んで下さった筑波大学生物科学系千原光雄教授および貴重な助言を下さった

神戸大学理学部生物学教室広瀬弘幸教授に感謝申しあげる。
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今堀宏三本: 第2回藻類学国際シンポジウムに参加して (2) 

Kozo IMAHORI*: Second International Symposium in Phycology held 

by University of Madras， India (2) 

シンポジウムも終り近く

シンポジウムのプログラムの前半を終えたころからプログラムの中の講演取消しがめ

だちはじめ，聴衆も心もち少なくなってきたようである。いわゆる大物の講演があらか

たすんだせいか，旅のつかれがぽつぽつ出はじめてきたためだろうか。それとも土地の

地理も覚えて土産物買いや，観光にエスケープする者がふえたせいだろうか。私自身も

できればエスケーフ。してタジマハールだけは見に行こうかとも考えていたが，あいにく

の瀬木さんの入院さわぎでそれどころではなくなってしまった。かといってシンポジウ

ムの方も出たり入ったりであまり落着いて聞くことができなかったが，とにかく今少し

私の日記をつづけることにしよう。

第5日(金)の靭，瀬木教授を見舞ったが症状はさらにはげしいようで，たびたび唖

吐を催すということである。聞くと生水をたびたび飲用していたということで，おそら

くそのために胃腸障害をひきおこしたのではあるまいかと思われた。筆者はかねてイン

ドでは生水は一切だめだと聞いていたので， 220V用の湯沸かしを持参しホテルで出さ

れた水も，もう一度煮沸するという用心をしたのである。この日の講演は不参加者の続

出で，午前中の8講演のうち2講演のみを11持からはじめ12時で終るという有様で，終

りに近くなってシンポジクムもいささかだれ気味である。この日は，ランソウ類の分類

が主体である。その中で TALPASAYI，E.R.S.による Taxonomicrelations in algae 

as viewed by enzyme activitiesと題するものは皆の興味をひいた。クロマトグラフ

ィー，電気泳動，血清法あるいは核酸による分析などによってランソウ類の分類を再検

討しようとするもので，研究そのものはまだようやく緒についたばかりのようであった

ものの，グリコーグン代謝に関係する enzymesの活性で分類したデータを示した。

このほか，フィコピリンについて血清学的方法やアミノ酸組成などのデータからも分類

に適用の可能性を示した。午後の講演が始まってしばらくすると，瀬木教授入院という

ことで又よぴ出された。大学の寧でホテルに向い，救急車に瀬木教授を移し，ホテルの

フロントにとりあえずチップを与えてのち，救急車に同乗して聖イザベラ病院に向っ

た。病院につくと大学の車で先に到着していた DESIKACHARY教授と秘書が入院手続を

$大阪大学教義官事生物学教室 (560豊中市待兼山町1-1) 
Department of Biology， Col1ege of General Education. Osaka University， Osaka， 560 ]apan. 

Bull. Jap. Soc. Phycol.， 23: 79-80， June 1975. 

- 33-



80 藻類第23巻第2号昭和田年6月

してくれていた。病院はカソリック系で，日本の病院よりもむしろ清潔であり，病室に

トイレ，浴場などもドアをへだてて付属させ，エアコンディショナーのはいった満足す

べきものであった。夕刻まで荷物の整理や，瀬木教授の御自宅への連絡事項など打合わ

せて， 5時半に大学へ帰ったら，講演は丁度終了したところであった。

第6日(土)最終日である。いわゆる大物の講演はなく. IRvINEによる Rhody・

meniaceaeの分類学的研究を除き，インドおよび東南アジア(フィリッピン，タイ，マ

レーシア)系の人たちによるものであった。発音のなまりがひどく，米語を聴きなれて

いる私にとって，とても理解し難いものが多かった。しかし，シンポジウムの最後に立

ったタイの女性学者 LEWMANOMONT.K.はアメリカ留学をしていたせいもあ札美し

い発音とカラーフィルムで聴衆をひきつけた。内容はタイのウミウチワ属の紹介で，

600以上に上る標本から 8穏を確認したこと。またタイ新産種として，日本になじみの

深い Padinaminor， P. japonicaおよび P.distromaticaの3種をあげて，シンポジ

ウムの講演はすべて終了となった。

月曜日以来の講演もこの日で終ったが，連日の講演のほか，月曜日と水曜日は夕刻か

ら公開講演，火曜日はレセプション，金曜日はインドの芸術祭の見学，そして土曜日は

大学生によるインド音楽の演奏会が，いずれも講演終了後行なわれた。こうした次第

で，連日帰るのは8時四10時がほとんどという忙しさで，いささかの疲労を覚えた。

第7日(日)はエクスカーションである。マドラス郊外に散在する寺院群を訪れた。

いずれも 7世紀ごろに自然石をもって建造された建物，あるいは見事な彫刻や色彩鮮や

かな石造建造物である。当時のインド文明のすばらしさに，とくに歴史と伝説に弱い米

人たちは wonderfulをく P返していた。日もとつぶP暮れてから帰途につき，ホテル

前で別れを惜しみつつ一週間にわたるシンポジウムの幕は下Pたのである。

おわりに

Convenerの DESIKACHARY教授は有名な故 IYENGAR博士のーの愛弟子であり，マ

ドラス大学の藻煩学の伝統をひきついでいる人である。写真(本誌.23: p.4O)をみて

も察せられるように学者としてのきびしさの中に人間味も豊かな人物で，今回のシンポ

ジウムは実質的には彼一人によって支えられたといってよい。若いインドの藻類学者た

ちは，よく DESIKACHARY教授の努力にこたえ，シンポジウムをもり立てるのに懸命で

あった。コーヒープレークや昼食は期間を通じて参会者一同が同じ室で話しあいながら

飲みかつ食べたのであるが，こうしたときにもさきにのべたようにインド人どうしが固

まってヒンズー語で話すようなことは全くなし常に外国人グルーフ・の中に分れて加わ

り，交流を深めるとともに自らの知識吸収にせいいっぱいの努カを傾けていた。こうし

た雰囲気がシンポジウムの成功の原動カのーっとなったことは否定できない。われわれ

が国際会議を催すときなどにあたり大いに学ぶべきことであると思う。
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藻顛採集地案内

吉崎誠:千葉県大原町丹ケ滞海岸 MakotoYOSHIZAKI: Tangaura Beach. 

Ohara， Chiba Pref. 

日本一長い砂浜として知られる九十九里浜の南の端は太東岬で終る。太東崎よりさら

に約6km，長い砂浜を南下すると大原漁港がある。千葉県夷隅郡大原町は上総大原の名

で日本海藻誌にもしばしば登場する。山悶幸男博士もかつてたびたびこの地を訪れ，こ

こで珍稀な海藻を得たことを本誌第6巻第1号(1958)で紹介されている。ヤツデガタ

トサカモドキ Callophyllispalmata Y AMADA，ヤレウスパノリ Acrosoriumflabellatum 

YAMADA，ハスジギヌ Polyneurajaponica (YAMADA) MIKAMI，オオノアナメ Agarum

oharaense Y AMADAなどは上総大原を typelocalityとして記載された種類である。他

にカエルデグサ，ホシガタイパラ，ハリイギスなども採集された記録がある。

大原漁港の南側にある小高い八幡岬に塗ると束に太平洋，北側足下に大原漁港を見下

し，はるかに太東岬を望む。南側は岬のつけ根近くまで入P込んだ入江がeIb!J ，その向

うは太平洋の荒波に侵蝕されて急激に海に落ち込んだ断崖が続いている。岬の頂き近く

から岬の先端に下る急な細道がある。岬の下にはほんのすこしの平らな輔があ!J，そこ

で磯採集が出来るが，時折恩わぬ大波がおしょせることがあるので注意を要する。大原

での採集は磯採集よりも，八幡岬の南側にある丹ケ浦と呼ばれる幅約 80m程の砂浜の

海藻打ちあげに大きな興味がある.丹ケ捕は2月頃より 6月頃にかげての毎大潮の干潮

時にはよくたくさんの海藻が打ちあげられる。打ちあげられる海藻の大半は，かなりの

宮至

至御宿

図1 千葉県大原海錯{右図は1/25000)
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ば ~

深所に生育すると思われるものである。岡村博士 (1934)は太東岬より南白色 (現在の

長生郡白子町牛込)の沖合水深14-30mのところでドレッジを行い，キヌダJレスをはじ

め22種の海渓を報告したが，筆者はその全穏類をこの地の打ちあげ採集で得ている。こ

れらは大原町の沖合にかなりの広さで発達した岩盤上に生育する海藻と推測される。

さて，この付近の海岸は近年侵蝕が進み，そのため1973年より侵蝕防止の目的で丹ケ

消の左端より八幡岬の先端部に向って約 250m，テトラポッ トの防波堤が築かれるにい

たった。この工事が進むにつれ，丹ケi雨前の海流状態が変化し，これまでは干潮の折々

丹ケ浦の砂浜に小高くなる程に打ちあげられていた海藻が小潮 ・中潮の干潮H寺には直後

浜に打ちあげられず，水際に深うようになることが多くなったことはいささか残念であ

る。そのような時には胴付長グツをはき，レーキあるいは浜に打ちあげられた竿などを

もってこの潔う海藻をかき集め，I盛にあげ，それらをより分けるという方法をとると便

利である。

図2 千築県大原町丹ケ浦海岸

採集することのできた主な種類 緑藻類 ヤブレグサ，オオシオグサ， カタシオグサ，

フジノハヅタョフサイワヅタなど。褐藻類;サナダグサ，フクリンア ミジ，ヤノ、ズグサ，

イチメガサ， タバコグサ，オオノアナメ，ヒロメ ，アオワカメ，オオパノコギリモクな

ど。紅藻類:フサノ Y，ニセフサノムヒラガラガラ， タマイタダキ，マクサ，コヒラ，

ヒラクサ，ユイキリ，ミチガエソウ，ナミノハナ，エツキイワノカワ，キョウノヒモ，

ツノレツノレ，ヒラキントキ，ナガキントキ，オオパキントキ，ヒロハノカクレイ ト，ヒロ

ノ、ノトサカモドキ，ヤツデガタトサカモドキ，ホソパノトサカモドキ， クロトサカモド

キ，ベニスナゴ，サイダイパラノリ，タチイパラノリ，ホシガタイバラ， キジノオ，アー

ツパノリ，オオパツノマタ，コトジツノマタ，フクロツナギ，キヌダノレス，ホソダノレス，

マサゴシパリ， ヒラ ワツナギソウ，ハネクスダ-<，キヌイトグサ，フタツガサネ， ヨツ

ガサネ，カザシグサ，キヌイ トカザ、シグサ，ベニヒパ，ナガウブゲグサ，ハリイギス，

ノ、ネイギス，フトイギス，サエダ，チリモミジ，ハブタエノリ，タチウスベニ，ノ、スジ

ギヌ，ヤレワスパノリ，カギウスパノリ，スジウスパノリ，カクレスジ， イソハギ¥シ
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マダジア，ペンテンモ，ユナ，ハネソゾ，ハネク・サ，ケハネク'サ，コザネモ，ホソコザ

ネモ，イソムラサキ，ヒヨクソウなど。

ここでの打ちあげ海言葉は種類数の上でもまた量の上でも約80%以上は紅藻類で占めら

れる。ここには美しいもの，あるいはいわゆる珍品稀品と称される種類も実に多い。筆

者はここでフジノハヅタ，イチメガサ，オオノアナメ，キヌダJレス，カエルデグサなど

をしばしば採集した。またヤツデガタトサカモドキ，ヤレウスパノムノ、スジギヌなど

は， .2-7月には極く普通に採集できるといってよい。

交通外房線で東京駅よP大原まで特急で1時間半，快速で2時間である。駅前に大
原町観光案内図がある。線路治いに隣駅浪花方向に約100m進み，線路を直角に横切っ

てどこまでも進むと大原漁港に至る。港の手前約200mのところの左側に郵便ポストが

あ札右手に海の見えるところがある。そこが丹ケ浦である。丹ケ浦まで大原駅よP徒
歩で約却分，タクシーでは約5分である。車では国道128号線を南下し，大原漁港入口

で左折するとよい。東京地方からは手頃な日帰りコースといえる。

ロw.D. P. STEWART ed.: Algal Physiology and Biochemistry. i-xi+989 pp.， 
Botanical Monographs， Vol. 10， Blackwell Scientific Publications， London. 1974 . 

.f15.印(邦貨で購入すると約13，0∞円)

本書は同出版社の植物学モノグラフ10巻として出版されたもので，先きにでた

"Physiology and Biochemistry of Algae" (R. A. LEWIN編， Academic Press社，

1962)の続編ともみなすべきものであり，その題目で明かのように，務類全般の生理生

化学の各専門別総説集である。後者が回章3付章(939頁)から成るのに反して，前者

は32章1付章(989買)として，章の数が減らされているだけに，かなり後者には見ら

れない厚い内容の章もあ!J，全体的には生化学的内容が多くなっている。やはP最近に
なって，藻類学の分野にも近代生物学の進展方向が浸潤して来たことが窺われる。内容

を大別すると，細胞壁関係や貯蔵性多糖を包含した炭水化物，ステロイドを含めた脂

質，タンパク代謝に関連付けた核酸生化学，色素，明暗雨反応を含めた光合成，明暗両

呼吸，窒素およびリン酸，珪酸，石灰などの無機塩代謝，ピタミンやホルモンの影響も

検討したいわゆる生長生理学，増殖，運動，向調培養などとなる。付章として，編者

STEWARTの分類学所見がある。

このように，本書の内容は多彩であ1)，それだけに“藻類に興味をもつあらゆる学徒

のための良書である"という推薦の言葉を惜しまない。事実，文献なども一般的にみて

かなり詳しく引用されており，日本語のこの種の本の出版を望んでいた筆者にとって

は，将にしてやられた感さえある。

(西沢一俊)
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学会録事

1.評議員会報告

昭和田年4月2日に東京水産大学水産資料鋪で評議員会を開催しました。

出席者評議員:増田道夫，秋山和夫，加崎英男，片岡 実，小林弘，喜田守幸四郎

谷口森俊，広瀬弘幸

会長:西沢一俊

幹事:山岸高庇，千原光雄，有賀祐勝，渡辺真之，原慶明，猪川倫好

評議員会は例年総会の前に開催されていましたが，今回は会長，評議員，幹事が改選

・交替したこと，会計年度制の変更に伴う移行措置が必要なこと，従前からの懸案事項

があることなどのために，とくに開催しましたが，次の様な事項について審議承認され

ました。なお，これらについては今秋の総会に提案し，ご審議を頂くことになります。

(1) 会計監事として岩本康三氏(東水大)と古谷庫三氏(東学大)を選任。

(2) 年度予算は「次年度の予算案を総会に提出する」方式をとる。

(3) 昭和.49年度 (49・4-49・12)決算報告。

(4) 昭和田年度 (50・1-50・3)会計中間報告 (49・9・3。総会決議の暫定予算

関係分)。

(5) 昭和50年度(日・ 4-50・12)予算案予算案は従来の方式では秋の総会に提出

することになっていますが，会計年度制変更の移行措置として，回年度分についてとく

にご審議頂き，それに基づいて事業を進めることが承認されました。

(6) 昭和51年度予算案と会費の値上について。

(7) 賛助会員と団体会員の新設。

(8) 編集委員会制については学会誌(r藻類」の編集・刊行のために編集委員会を置
く。編集委員会の構成，運営などについては別に定める内規による)の一項を会則に加

える。

これについての内規はさらに検討する。

(白l学会誌「藻類」の編集方針従来の基本方針に治って編集し，更に内容の充実を

はかるために研究ノート(研究成果の短報，国際会議紹介，報告など)，藻類分布資料

(分布資料の他に他誌に発表された新種や新産地の要約， リストなど)，藻類採集地案

内，新刊紹介などの欄を新設または充実させる。裏表紙に欧文の目次を入れることなど

が承認されました。

(10) パックナンバー，索引の価格。

削 山田幸男博士の喜寿(昭和52年8月)を記念して「漢類」の「山田幸男博士喜寿
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記念号」を発刊する。発刊事業計画の具体案については持ち廻り評議員会で検討する。

同 名与会員の推せん候補者は「会長経験者で満70才以上の方」とし，今回は時間郷

氏を推せんする。

同 今秋の植物学会でのシンポジウムについては加時英男氏が中心となって計画をす

すめ，関係方面との交渉を進める。

~4) その他庶務・会計などの報告。

2.懇談会報告

昭和田年度目:本水産学会年会を期に，昭和50年4月20日午後6侍から，東京水産大学

水産資源研究施設会議室において，恒例の本学会懇談会が開催されました。参会者は前

会長中村義輝氏，新会長西沢一俊氏ほか40名で近来にない盛会でした。

会は有賀祐勝氏の司会で進められ，前会長，新会長の挨拶のあと乾杯，懇談に入りま

した。例年の様に全員の自己紹介をかねたスピーチが終ってから広瀬弘幸氏の「英国ノξ

ンゴールで開催された第8回国際海藻学会議に参加して」と題する講演をスライドを観

賞しながら拝聴しました。北から南から参会された方々のお話し合いもつきませんでし

たが，名残りを惜しみつつ8時半閉会しました。終りに，懇談会の開催にあたっていろ

いろとご尽力頂いた東京水産大学の岩本，片岡，三浦，庵谷の諸氏に学会として心から

お礼を申上ます。

3.持廻り評議員会報告

4月2日の評議員会に引続き，持廻り評議員会 (4月28日付)を開催し，編集委員会

制の件と山田幸男博士記念号の発刊について審議の結果，次の様に決定致しました。

(1) 編集委員会制の内規について。

編集委員会内規

1.編集委員会は編集委員長1名，編集委員若干名，編集幹事若干名をもって構成す

る。

2.編集委員長，編集委員，編集幹事は会長がこれを指名委嘱する。任期はそれぞれ

2年とし，重任することができる。

3.編集委員長は編集委員会を代表し r藻類」の編集，刊行に関する責任を負う。
4.編集委員は投稿された原稿の審査に当るとともに r藻類」の編集，刊行に関す
る事項を審議する。

5.編集幹事は「藻類」の編集，刊行に関する業務に当る。

(2) 山田幸男博士喜寿記念号の発刊について。

山田幸男博士が昭和52年8月に満77才の喜寿を迎えられる日を機会に記念号を発刊す

る計画が承認されました。これについては更に具体的に準備を進め，秋の総会に計画案
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を提出致します。

4.編集委員会について

前記の様に編集委員会内規が制定されましたが r渓類Jの編集，刊行について編集
委員会制をとることは，既に20回総会において決定され.21図， 22回総会においてもそ

の実現について討議されておPますので，会長から次の7名の方に委員を委嘱し.23巻

2号から委員会を発足させました。

編集委員長 千原光雄(筑波大・生物)

編集委員 秋山 優(島根大・教育)

広瀬弘幸(神戸大・理)

黒木宗尚(北大・理)

新崎盛敏(日大・農獣医)

今堀宏三(大阪大・教養)

館協正和(北大・海渓研)

Symposium on Fossil Algaeのお知らせ

1975年10月6日よ!J10日までドイツの Erlangenで表記のシンポジウムがあります。

詳細は下記にお問合せ下さい。

Prof. Dr. Erik Flugel 

Universitat Erlangen-NUrnberg 

Institut fUr Palaontologie 

Loewenichstr-asse 28， D-8520 Erlangen 

Bundesrepublik Deutschland 

なお，シンポジウムの前後にドイツおよびオーストリアのエクスカーションがありま

す。

(今泉カ蔵)
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